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2.宮古諸方言の位置づけ

2.1.琉球諸方言の下位区分

赤道付近で地球の自転と逆の西向きにながれる海流は､フィリピンちかくの大陸棚

にぶつかって北に向きをかえ､台湾と与那国島のあいだをとおって東シナ海にながれ

こむ｡その日本海流 (黒潮)は奄美大島とトカラ列島のあいだをとおって､再び太平

洋にながれていく｡この黒潮によって区切られた地域が琉球列島であり､この地域で

はなされていることばが琉球譜方言である｡そして､この地域は､1609年に島津藩に

よって侵略され､与論島以北の奄美諸島が剖訣される以前の琉球王国の支配圏と一致

する｡

ひろい海域に点在する琉球列島の島々で話されている北の蛾と繭の端の方言とでは

話が通じないほどおおきくことなっている｡奄美大島､沖孤本島､徳之島､宮古島な

どのおおさな島ではその島の内部の方言差もちいさくない｡たとえば､沖純本島の緒

方言は､北部方言と中南部方言とのふたっの方言グループにおおさくわけられるし､

奄美大島でも奄美大島北部方言と南部方言とのふたっの下位方言に区分される｡しか

し､与論鳥方言とか､沖永良部島方言とかいうように､ r由｣を単位に下位区分する

のは､島には島内部でのひとまとまり性があって､相対的に独立した方言圏をなして

いるからである｡

琉 球諸方青の叔小の18位 は､ rシマ｣と方Jでよばれる村紡｣帥Jl体である｡そのシ

マ は政 治的 に くざられた単位であるだけでなく､祭紀や婚姻をおこなう耶比でもあり､

シマの独 立性 は近年 まで た もたれていた.イントネーションやいくつかのtlt;.CLのいい

まわ しな どに シマ ごとの ちが いがあって､地元の人々はそのちかいに非'J汀に触感であ

る｡かつて､沖孤本島北部のある村のベテランのJj-岱係は､ rJl一路抄本くださいJと

いってくる村人の発音や抑投をきいただけで､その村人の村薪の蝦称をだしてきたと

いうo戦前の沖縄で唯一の都市を形成していた耶勅でも､久米のh富と泊の方言とは

ことなっていたし､若級の方言と泉崎の方言もことなっていた｡人々はそのシマ山身
の両親のもとにうまれ､そのシマにそだち､そのシマ出身の配偶者をもとめた｡そん
な時代に､シマは方言の虎小の単位でもあった.

共通の特徴をもつ､ふたっ以上､ときにはよ っつ ､ あるいは､いつつ以上の肘蕗で

形 成 される小方言グループがある｡これらの 小 グル ープがあっまって､もうすこしお

-18-



おきな万富グループが形成される｡かつて､間切とよばれた､現在の市町村に相当す

る､琉球王国時代の政治的区分があった｡沖耗言語研究センター (代麦上村幸雄)が

1979年から1992年までの12年間に琉球列島の全集落を対象にした語 地理学的調査の

成果から､この間切をひとつの構成単位とする方言グループが確認できるOこの方言

グループがいくつかあっまって､さらにおおさな方言群が形成される0

琉球諸方首は､奄美諸島､沖縄諸島ではなされている奄美沖耗方言群 (北琉球諸方

宮ともいう)と宮古諸島､八重山諸島ではなされている宮古八重山方言群 (南琉球諸

方富ともいう)のふたっの方言群におおさくわかれている｡ このふたっの方言群は､

300キロメー トル弱の曲のない海域によってへだてられている｡この海域は､島の

まったくない距離としては､カムチャツカ､千島列島､日本列島から琉球列島を-て､

合邦､パシー海峡､フィリピン諸島､そしてスラヴェシ島､ニューギニアとつづく､

ユーラシア大陸の束側､西太平洋に列状につらなる､いくつもの島々のなかでもっと

もながい｡ふたっの方言僻のちがいは､発音の上でも文法の上でも語象の上でも顕著

にみられ､たがいに方宮での意志の疎通がはかれないほどである｡

奄弟沖郁方言群と宮古八重山方言群は､つぎのような下位グループにわけることが

できる｡

奄美沖縄方言群

宮古八重山方言群

奄美徳之島諸方言

沖永良部与論沖縄北部諸方言

沖縄中南部諸方看

官古詩方言

八重山諸方舌

与那国方言

注)琉球藩方言の ｢シマ｣(宮古諸方言では 〔sma〕)は､(1梅 に囲まれた陸地

island､島､の意味のはかに､(2村落､集落､(3撤郷､出身の村落､(4)領地など

の意味もあらわす｡
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2.2.音韻変化における aero-dynaJnicな条件

琉球諸方言全体に共通にみられる特徴として､輿舌半ひろ母音/o/の奥舌せま母

普/u/への変化がある｡奄美沖絶方言群 (j脚 諸方言ともいう)に共通の特徴と

して前舌半ひろ母音/e/の中舌せま母音/了/への変化､あるいは､前舌せま母音

/i/への変化がある｡

宮古八重山方言群では､奄美沖鈍方言群とおなじように奥舌半ひろ母音/o/が奥

舌せま母音/u/に変化するが､前舌せま母音/i/が舌先母音/1/に変化 し､そ

れと同時に､前舌半ひろ母音/e/が前舌せま母音/i/に変化していて､この点で

奄美沖鈍方言群とことなる様相をみせている｡

奄美沖潮方言群､宮古八重山方言群にみられる､これらの変化は､いずれも ｢せま

母音化 ｣ とよばれる｡このせま母音化は､琉球諸方言全体にみられるが､この変化が

木立諸方言と琉球詩方言をわける発音上の特徴でもある｡

琉球諸方言のせま母音化は､つよい呼気流が原因でおこったことを､上村幸雄1987

｢音親変化はどのようにしてひきおこされるか一英語の GrateVowelSiftについて

の考察-｣､上村幸雄1989｢音軌変化はどのようにしてひきおこされるか(2ト琉球列

島 詩方言のはあい-｣などの一連の論文においてのべている｡上付事雌1997｢音声研

究 と 琉 球 方 言 学｣は､つよい呼気がいかに音声器官に彫啓をあたえるかをつぎのよう

にのペている｡

苫声は音声農官をなかれる空旬の aerodynaJnic な エ ネ ルギーを雌 ､古､

口 び るなどの音声器官のmyo-eIasLicなエ ネ ル ギ ー に よ って珊 エネルギーに

変 換 す る こ と に よ っ て 生 成される｡ (略 )

も し 芦 辺 を な か れ る 曳 流 が は げしけ れ ば ､ あ るい は P 氾 内の丸旺かたかよれ

ば ､ そ れ は 芦 辺 自 体 に 影 響 を あ た え ､ 頼 ､ 口 び る､ ･占 ､ 軟 u 舵､咽朗､幌成の

内 噂 を 形 作 る 組 船 の 位 盟 や 形 に 微 妙 な 彫 轡 を あ た え るoま た これらの舶俄は､つ

よい気 流 ､ た か い 気 圧 に 対 抗 するために筋肉的に繋磁づることによって､その

他皿､形 状 に 孜 妙 な変化を生じ､その結果､呼/xiの通路としての､そして常世

管としての声道の特徴を変化させ､それによって生成される許ノBを変化させるO

つよい呼丸流が､またそれに対抗するための舌の繋錨が陣宙､とくにせま母許

の舌の位EZと形に影響をあたえることl旭 音波的方癌によって確鎗することが

できる｡
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上村幸雄1989は､宮古八重山方言群の呼気のつかいかたが奄美沖絶方言群のそれに

くらペてつよいこと､奄美､沖縄の諸方言では喉頭の緊張がそれにともなうことなど

をのべたあとに､ ｢せま母音化｣についてつぎのようにのべている｡

-･･.奄美沖組方言群と宮古八重山方言群との呼気の使用方法のちがいこそが両

者の母音フォネームの体系､そしてそれにいたった音韻変化のありかたのちが

いをうんだ原因となったとみることができる｡すなわち､声道において生ずる

rおしやりJ と ｢ふんばり｣の程度が宮古八重山方言群においていっそうつよ

いことが､この地域での/i/-/1/ (前舌母音の舌先母音化)と/e/-

/i/ (前舌半せま母音のせま母音化)という東ゴ出ヒ部方言のそれににてそれ

よりはいっそうはげしい音韻変化をひきおこしたのであろう｡一方､奄美沖縄

方言群で本土方言/i/に対応する/i/がたもたれつづけるのは喉頭の緊張

によってつよい呼気流の発生が抑制されているからであり､一方/e/-/'1'/

という晋紙変化がおこるのは､ ｢.占､んぼり｣ の程度のちいさい､緊張度のたか

くない状態にある舌のうける ｢おしやり｣を契機としておこったと解されるO

ひろ敬啓､半ひろ母音のばあい､喉頭の緊張の程度がちいさく､したがって呼

免流は幌成でさして抑制されず､せま母音のばあいよりつよめの呼気流が声道

を通過する｡/e/において中程度にもちあがった舌は,つよい呼気流に対し

て緊張してつよいふんばりがおきるばあいにはせま母音/i/の方向へと変化

し (宮古八重山方言群､東北諸方言､英語)､そのようなふんばりがないぼあ

いには ｢おしやり｣ によって中舌面が硬口蓋後部に接近して中舌的な音色の母

普/'1'/の方向へと変化するのであると理解される.

なお,琉球列島地域の全域でおきる/o/-/u/の変化は英語の大母音推

移のばあいと同様に, ｢おしやり｣の結果であると理解されるが,本土方言の

/e/に対応する/T/をたもつ奄美大島,徳之島方言でこの/o/-/u/

の音故変化が完成されず,いろいろなばあいに/o/をたもっている (例 :名

瀬/k'u｢mo/<雲>)Oこれはやはり ｢おしやり｣と ｢ふんばり｣の程度

のつよさとかかわっている現象であろう｡

そしてさらに,琉球諸方言におこった音韻変化が空気力学的(aero-dynamic)な条件

と筋弾性的(皿yO-elastic)な条件の相互作用､反作用が原因でおこるとのべている｡
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本稿では上村幸雄の諸論文にしめされた方法にまなびながら､そこに提示された仮説

を､宮古諸方言に､細部にわたって連用しようとこころみるものである｡しかし､残

念ながら､私の力不足のために十分に適用できなかった方言や現象もおおいし､また､

私の理解が不十分なために､あるいは､あやまった理解のためにおかしたまちがいも

あるだろう｡ その責任はすべて私のものである｡今後､さらに調査､研究をすすめて

資料の追加､あやまりの訂正などをはかっていくつもりである｡おおくの方々のご指

導､ご批判をたまわりたい｡

2.2.1.母 音 のばあ い

奄美沖縄方言群､宮古八重山方言群ともに奥舌半ひろ母音/o/の奥舌のせま母音

/u/への変化が共通にみられる｡

【表 1】

名瀬方言

今帰仁方言

首里方言

平良方言

石垣方言

与那国方言

腿 夜

mumu Juru:

mumu: Ju∫u

mumu JurU

mumu juZl

mumu Ju:rl

mumu duドu

帆

Ou
●

pu:

Ou:

Pu=

Pu:

hu:

一方､前舌'巨ひろ母音/e/の1苅舌せま母音/ i/への変化は､奄二郎f'#UJ-i-lNfと

宮古八砥山方語群とではことなる様相をみせる｡屯失神串uJ-Li'即では桁fTY･ひろ撤仔

/e/が中舌せま母音/ 'l'/に変化し (【浪 2】名棚方.-'rrH.I ｢屯))､さらに､

沖範諸島方言や沖永良部島､与論曲の万古ではそれか前.17セま･附 /i/に変化して､

従来の前舌せま母音/ i/と統合する (【袋 2】今如仁方ふ 首l担方Lir)U

奄美沖紙方言群

e -◆ 'i(- i)

り =コ り

-22-



それに対して､宮古八重山方言群の前舌半ひろ母音/e/は/i/に変化 (【表 2】

平良方言､ 石 垣 方 言 ｢目J ｢毛｣)し､前舌のせま母音/i/が舌先母音/I/に変

化している (【表2】平良方言､石垣方言 ｢肝｣)｡宮古八重山方言群の方が呼気が

つよく､母音をより ｢せま母音化｣させているのである｡

宮古八竜山方言群のなかには､与那国方言のように舌先母音/I/をさらに/i/

に変化させ､すなわち､結果としてもとにもどってしまって､/e/から変化 してき

た/ i/と統合している方言もある｡この/i/にもどってしまう方言は､つよかっ

た呼気がのちの時代によわくなったとかんがえられる方言である｡

宮古八惑山方言群

e ''+ l

i - 1 (- i)

【浪2】 目

名淑方言 m'1'

今九Jr_万雷 m1:

首牧 田 mlて

平良方.-1' ml て

石垣方言 ml:

与那国方言 m1:

毛 肝

k̀T k'imu

k̀i: t3imu:

ki: tSimu

ki: kSlmu

ki= klmu

ki; t3imu

母音システムにおける奄美沖縄方言群と宮古八重山方言群とのちがいは､呼気のつ

よさのちがいがうみだしたものであることはさきに引用したとおりである｡一般的に､

宮古八重山方言群の呼気は､奄美沖縄方言群の呼気よりもつよく感じられる｡宮古八

重山方言群では､あとでのべるように､この呼気のつよさが原因になっておこったさ

まざまな音観変化がみられる｡

宮古^登山方言群に特徴的にみられる舌先母音/1/は､かつておおくの方言研究

者によって中舌せま母音/T/とみなされ､奄美沖縄方言群と宮古八重山方言群とで

はまったく逆の変化がおきているかのようにみなされていた｡しかし､それがまった

くの誤解であり､上村幸雄1989は､これまで中舌せま母音/'1./とみなされてきたも

のが舌先母音/1/であることを指摘している｡

宮古八重山方言群では前舌せま母音/i/をまえにおしやって､舌先母音/1/に
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変化させるほどに呼気がつよいとかんがえられる｡波照間島の方言に典型的にみられ

るように､このつよい呼気がひろ母音/a/を無声化させ､さらに後続する有声子音

を無声化させる｡

〔p年中a〕鼻､ 〔pやra〕柱｡

(注)上村幸雄1989によると舌先母音1とはつぎのようなものである｡

標 準語/i/に対応する宮古方言の r中舌的な｣音色を有する母音が宮古方

言における子音/S/の調音と基本的におなじであることは､私もひさしく前

から直接確認ずみのことであった｡その 〔S〕は舌尖的ではなく､舌べり的な

それであるが､私はその母音を舌先が (s)の位置をとったために摩擦音をと

もなって発せられる中舌母音 (ただし､おなじ中舌でも､奄美大島のそれにく

らべれば､前より)とみなしていた｡母音の音色からみてそのように判断され

たからである｡しかしその観察 (おおくの宮古方言研究者のそれとおなじ)は

あやまっており､この母音は舌の叔高点も､口蓋と舌の間でできる狭窄の位岡

も基本母音より前､すなわち母音四角形の外側にあること､したがって中舌母

音ではなく､D.Jones以来の分類にはない舌先的母音であることが母音の調音

遊動の詳細な研究を通じて確実となった｡

2.2.2.子雷のばあ い

破裂音/p//k / を く ら べ る と､ 宮 古八 血 山方古郡 の そ れ は ､ 〔 p h 〕 〔k b) と

汲記したくなるほ ど のつ よ い 符 先 知 噸 盟 の瓜後 に 轟 か れ る ｡ そ れ に 対 し て ､ 碓 R 神

粗方富群の破裂音､と く に 喉 疏 昏化 して いな い破裂宵/p / / 紘 / は ､ 破 裂 が よ わ く ､

やわらかい.とくに沖永良部与論沖 純 北 部 諸方富のそれは破炎が 非 仰 こ よ わ く ､ ziiは

もやわらかい｡沖孤本店北部の大宜味村大宜味の/p/は 〔¢)にききまら が え ら れ

るほど､破裂がよわく､ 〔pO)のように避雷己することがてきる｡

注)鹿部四却1951には､呼気のよわい奄共神経方正群の/p/かつぎのように氾述

されている｡
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琉球語今帰仁村与ガ臓 方言の 〔p)は息の閉鎖音であるが､呼気が弱く､気

圧がよわく､したがって出わたりの破裂音も弱い｡喜界島阿伝方言の 〔p●an

a〕<鼻>の 〔p')は呼気がそれほど弱くないのに､閉鎖はそれをしっかり食

止めるように営まれず､閉鎖したくちびるが次第にふくれ気味となり､した

がってロむろ内の気圧はあまり高まらず､破裂音も弱い｡持続部において両唇

の間から呼気が漏れれば両唇摩擦音の 〔0〕になるような昔である｡

この呼気のつよさのちがいは､ふたっの方言群の母音の変化のちがいをもたらした

だけでなく､それと同時に､あるいはそれに付随して､子音においても変化をひきお

こしている｡あとでやや詳細にのべるように､宮古八重山方言群は､つよい呼気が原

因で悪政の/W/杏/b/に変化させている｡また､標準語の-行､力行の子音/h/

/k/に対応する破裂音/p//k/の摩擦音化が奄美沖縄方言群､宮古八重山方言

僻の両方にみられるが､両者はことなる方向への変化を示している.

【表3】 雲 腰 船 骨

石垣万雷 humu kusl

平良方昏 fumu kusl

大克味方苫 kumu hu√i

今帰仁方言 k'umu= huJi ;

huni puni

funi puni

puni huni

p̀uni p●uni

宮古八重山方言群では奥舌せま母音/u/に先行する､無声の両唇破裂音/p/が

唇歯の摩擦音/f/もしくは声門摩擦音/h/に変化しているのに対 して､奄美沖縄

方言群のうちの沖永良部与論沖絶北部諸方言では奥舌半ひろ母音/o/に先行する両

唇破裂音/p/が声門摩擦音/h/に変化している｡

宮古八重山方言群 ●po 一･pu

奄美沖縄方言群 ●po - hu (p-u)

●pu - fu/hu

◆pu - pu/p'u

宮古八重山方言群では奥舌せま母音/u/に先行する無声の軟口蓋破裂音/k/が

唇歯の摩擦音/f/もしくは声門摩擦音/h/に変化しているのに対して､奄美沖縄

方言群のうちの沖永良敢与論沖縄北部諸方言では奥舌半ひろ母音/o/に先行する軟
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口蓋破裂音/k/が声門摩擦音/h/に変化している｡

宮古八重山方謂 ●ko - ku 'ku - fu/hu

奄美沖縄方言群 書ko - hu(k̀u) 'ku 一十 ku/k'u

一見､逆にみえるこの現象も呼気流のつよさのちがいによって生じている｡せま母

音とひろ母音をくらべると､せま母音は声道がせまく､音響管としての効率のわるさ

から､よりつよい呼気を必要とし､声道内の呼気圧もたかい｡それに対して､ひろ母

音は声道がひろいために､声道をながれる呼気の丑､つよさが一定であれば､声道内

の呼気圧はせま母音にくらペてひくい｡

こうして､宮古八重山方言群では､奥舌せま母音/u/のせまい声道をつよい呼気

がながれることによって､先行する破裂音/p//k/の調音点がおしひろげられて

摩擦音に変化する｡一方､大宜味方言などの奄美沖純方言群では､よわまった呼気た

呼応して､奥舌半せま母音/o/に先行する破裂音/p//k/の調音点での緊張も

よわまり､そこからもれるように､摩擦音化するのである｡さらに､奄美沖組方言群

では､ひろ母音/a/､および半ひろ母音/e/に先行する/p//k/も障嫉昔化

することがある｡

2.3.宮古八恵山方言群のなかでの宮舟誹方言

宮古八窃山方甜 の下位区分に関しては妨説があり､まだ決前をみているわけでは

rJ:い｡与那国方言の独自性を艶調して､宮古八稚山方速脚食体に射止するJJ-L-托 して

与那国方言を独立させ､琉球諸方苫全休を峨R沖孤方EF､富舟八瓜 lfJJ-ふ l3--)7JiLuJJ

言のみ っつに区分す る研究者 もいるOまた､加治工出市1997は､Ij･舶川方言を^lrI山

方 富のさらに下位の方 富とみな している｡加治Ⅱi3Tri1997が主張するJ:うに､LJ-･JJliH

方言は^東山諸方言との共成性 もおおく､八iB山諸方1才と)も凪の必盤のうえにJ批 し

ていることはうたがいない｡ しか し､･軸 持周方言には､他の八血山諮瓜 にはみられ

ない固有の音声現象 もおお く､他の八IB山諸方古の下他方諸に比較 してその独rj性は

つよい｡与那国方言 と八東山諸方富のさらに評細な研究が必澄であるが､欄 では､

上村幸雄1991に したが って､与那国方言を̂ 頚山諸RE1から独立させて､宮古八領山

方言群を宮古詰方言､八惑山結方言､与那国方言のみっつに区分することにする｡
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宮古八重山方言群の下位方言が島ごとにおおきく逢うことはもちろんだが､その下

位方言に屈する村落ごとの方言差もちいさくなく､その呼気のつよさも一棟ではない.

しかし､奄美沖孤方言群に比較したばあい､宮古八重山方言群は全体としてつよい呼

気を特徴とする方言であるといえるだろう.あるいは､下位方言のなかには､現在で

は呼気はよわまってはいても､過去においてつよい呼気を特徴とする方言であったと

おもわれる方言もある｡

宮古八珪山方言群は､奄美 沖縄方言群にくらべて､全体としてつよい呼気の使用を

特徴とする方言である｡舌代日本 語の/W/が宮古八重山方言群で/b/に変化し､

同じく古代日本語の前舌せま母音/i/が舌先母音/1/に変化するという､宮古八

gl山方言辞全体に典通する特徴がみられる｡

官か̂ 伯山万富群のすべての下位方言に共通にあらわれる特徴として､古代日本語

のり行の下帯/W/に対応して､宮古八重山方言群では/b/があらわれることをあ

げることができる｡この変化を上村幸雄1989はつぎのようにのべている｡

宮古八giLLl万雷群の語頭における/W/-/b/の音韻変化は､つよい呼気

流に対する口びるの ｢ふんばり｣のうむ昔鶴変化の好例である｡この宮古八重

既成にかぎられておこるが､呼気流がもっともつよい語頭音節でこそこのよう

な調音強化の音韻変化があらわれて自然なのである｡

奥舌せま母音/u/が後錬する他の母音と結合 して音節をひらく位置にたち､子音

として機能する･ものが半母音/W/であるが､この半母音/W/は､調音的に/u/

と共通の特徴を有し､空気力学的な特徴も/u/とおなじ傾向をもつものとおもわれ

る｡すなわち､/u/は､声道がせまく､音響管としての効率のわるさからある程度

の巷こえを保証するためには､よりつよめの呼気をもって発音されなければならない｡

臼びるをまるめない棲準語の/u/ 〔Lu〕とはことなり､琉球諸方言の/u/ 〔u〕

は､くちびるのまるめを特徴とする｡宮古八重山方言群のようなっよめの呼気の使用

を特徴とする方言群にあって､くちび るで調音される/W/がくちびるでの ｢ふんば

りJによって破裂音に移行したのであろう｡

t衷4ユ 腹 夫 兄弟 (rゑけり｣ に対応)

平良市西里 bata butu biki1
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城辺町促良

多良関村塩川

石垣市石垣

竹富町小浜

竹富町波照間

与那国町祖納

bata

bata

bada

bata

bata

bada

butu

butu

budu

buge:

budu

but'u

bikit

bikiI

bigirl

bigirl

bigirl

b igi

/W/-/b/の変化は､以下のように舌代日本語のり行の各段に対応する音節で

おこっている｡

｢わ｣ 〔wa〕 〔bara〕藁､ 〔bal〕割る､ 〔baro=〕笑う

rゐ｣ 〔wi〕 〔bZl:〕坐る､ 〔b名1:〕亥､(十二支の一つ)

｢ゑ｣ 〔we〕 〔bigul)えぐる､ 〔bju:り 酔う

｢を｣ 〔wo〕 〔budul〕柄り､ 〔buba〕叔母､ 〔buニ〕緒､繊維

(用例はいずれも平良市西里方言)

/W/-/b/の変化は､語頭においてのみおこっていて､語中においては原則的

におこっていない｡このことから､語中の/W/が消失したあとに､/W/-/b/

の変化がおきたことが容易に推測される｡これは r/､行板呼昔｣とよばれる現象につ

いてもいえることである｡すなわち､語武において.k代FT本言語の/p/を保持する宮

古八銀山方言群であるが､語中では､口J6語甜方法 とIuJ糠に/p/-/0/-,/W/

がおき､さらに語中の/W/が消失するとい う現 象がお きて いる. Fl柵 †珊方言のば

あい､ひろ砕曹/a/と結合するばあいのみ､ この/ W/ を保持 するのに刺して､?:T

舌八血山方富群のばあい､ひろ母背/a/と結合す るはあいで も/W/を刑失させて

いる｡

語 中のり行

あわ (泡) 〔a:)､せわ (心配) 〔sja:)

あゐ (藍) 〔ai〕､なゐ (地琵) 〔nai)

さを (竿) 〔sau〕､あを (17) 〔au〕､とを (十) 〔Lu:〕､めをと

(夫婦) 〔mju:tu〕

語 中の-行
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あは (莱) 〔a=〕､ かは (皮) 〔ka:〕､ なは (縄) 〔naニ〕

かひな (晩) 〔kaina〕､はひ (次)karapal､

はへ (也) 〔pai〕､まへ (節) 〔mai〕､うへ (上) 〔ui)

とはし (速い) 〔tuニkal〕､

(以上の語例はいずれも宮古城辺町保良方言)

注)｢ふんばり｣を上村1987はつぎのように規定している｡

声滋をながれる呼気の圧力に対抗して､舌､口びるなどの調音器官が声道にお

ける位把､状腰をたもとうとするために肪内的に緊張すること｡またその緊張

によってその調音器官の位配､形状に若干の変形がおこる現象｡

紘)宮古八屯山方音群にみられる/b/が日本祖語にさかのぼるほどのふるい特徴

であって､他の日本語清方言において/b/-/W/という変化がおこったとみ

るかんがえがある｡もし､宮古八重山方言群の/b/を日本祖語にさかのぼるも

のだとすると､日本祖語から琉球藩方言と本土方言が分岐したあとに本土諸方言

で/b/-/ W /の変化がおこったとみなければならない｡そしてそれとはぼお

なじ変化が聴力沖孤 方 言 群 で もおこったとみなければならない.それほどに古代

Fl本矧 こみられる/W/と確弟沖純方言群の/W/とには共通性が多い.また､

基礎語皐の多くや､ ｢なゐ (地震)｣のような古語にふくまれる語中の/W/が

ハ行転呼音と連動する変化によって消失しているのに､ 〔tSabaN〕 (茶碗)

のように漢語でしかもさほどふるいともおもえない単語の語中で/W/が/b/

に変化しているのをみると､/W/-/b/の変化を想定するのが自然ではなか

ろうか｡また､その/W/-/b/の変化がそれほどふるい時代におきていない

ことも予想されるが､どうだろうか｡

それに､宮古八重山方言群の/b/を日本祖語にまでさかのぼるものだとみな

すと､奄美沖紙方言群と宮古八重山方言群の歴史的関係をしたに示したようにみ

なければならなくなるのではないだろうか｡もしそうだとすると､宮古八重山方

言群の/b/を日本祖語にまでさかのぼららせるこのかんがえを支持することは

できないだろう｡いずれにせよ､結論をだすにはもうすこしくわしい検討が必要

である｡
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日本祖語 ●b

W 古代日本語

W 奄美沖縄方言祖語

b 宮古八重山方言祖語

先 に ものべたよ うに､宮古八重山方言群では､つよい呼気 によって語頭の前舌せま

母音/ i/が まえにお しや られて､舌先母音/ ～/に変化 したが､この舌先母音はつ

よい呼気による空気力学的な紺 を後琉す る流昔 〔r〕や半母音 〔j〕 〔W〕にあた

え､ 【表 5】の宮 古島の平良市西里や城辺町保良の方 言の 〔ssa叩〕 〔㌔芝u〕に

みられるように摩擦音 〔Z)や 〔S〕にかえる｡ この後枕の子音に影響をあたえる進

行同化 (progressiveassiznilation)は､筋弾性的な条件 よりも空気力学的な条件が

つよくはたらいているとみるべきだろう｡

CalZaP.〕 叱らない (｢言わない｣に対応)

〔㌔zara〕鎌 (首里方言?irana)

〔kSISa中〕切らない

〔JJa名1〕 白蟻

八重山話方 言においても同様の変化があったが､石垣市T;垣 〔id7,u〕や竹73町竹

缶の 〔idSu〕のように､そののちに呼気のよわまりがあって､...'チ朗の 舌九位Liy･/1/

が前古狭 l計昏/ i/に逆もどりしたのだろう｡ ところが､後蹴づ る伸 撫 汗は､その⊥

ま破嫉昔になって保存されたとみるべきだろう｡''Ab/音譜DL†と八 1rf山 誹 jJ-tjTを比椴す

ると､舌先母音にともなう鮮感のつよさは､宮古防方言のガか概してつよいようこあ

る｡とくに､語政に舌先母音/つ/があらわれる琳鳩を比擬 したはあい､仙7那上瓜 =-r

や大神島方言をのぞく宮古措方言は､ 〔乞1〕のように･a Teされるほど輝線かつよいu)

に対して､新城島方言などをのぞく八血山誠朋 のばあい､僻地のよわい 〔り があ

らわれるか､あるいは､前古せま母音/ i/に変化しているところがおおいO

【義5】 人 紙 弧 免

平良市西里 p81 tu k ab2:1 SS a叩. 7JI Z u

平良市大神 psltu kapl ss aTTl 1 (a

平良市他聞 hitu kabi ssaN 1 Zu
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城辺町保良

下地町川満

多良間柑塩川

石垣市石垣

竹前町竹石

竹諾町新城

竹前町政府間

与那国町祖納

psltu kab之t

psltu kab㌔

psltu kabZI

pitu kabi

pS1tu kabi

p81tu kapSI
pitu kaplニ

ー'u kabi

ssatD 2;1Zu

ssaq1 2;1Zu

ss･･arp 2;1Zu

ssaN idzu

SSaN id3u

ssaN 2;ldzu

-saN Ju=

tzaN iJu

Ji耶阿方言では､/i/から変化してきた舌先母音/I/をさらに/i/に変化さ

せている｡/o/ ･/u/､/e/-/i/の変化だけでなく､また､二重母音の

/ao//au/などが融合してできたなか母音/o:/も､みじか母音/u/に

変化させているし､/ai//ae/は､逆に敵合せず､/ai/になっている｡

)}舶用F.:tは､みじか殴音､なが母音ともに､完全に3母音システムに移行させた

方汀である｡

/su:/竿､/huta/包丁､/suru/お盆 (精霊に対応)

/tubLl/成席､/susiki/葬式

上記の単語は､/ao//au/のような二重母音が融合して/o=/のような奥

舌の半ひろ母音ができたあとに､さらにせま母音化して､奥舌せま母普./uニ/に変

化したものである｡与那国島方言も､はじめから3母音システムだったわけではなく､

昔出変化の結果､3母音システムに移行したのである｡

●sawo - tsao - so: - su=(竿)

与那国方言のもうひとつのおおさな特徴は､鮮 語のヤ行の子音/j/に対応す

る子音を/d/に変化させていることである｡

/dama/山､/daニ/家､/dagu/厄､/dagaN/薬種

/dumi/嫁､/duru/夜､/dugu/槙､/duga/四日

/dumi/弓､/duga/床､/duda/枝､/du=/演
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この/j/-/d/の変化は､呼気のつよかった時代に､ 〔j〕- 〔3〕のよう

な摩擦音化があり､のちに呼気のよわまった時代があって､そのときに､ 〔dS〕-･

〔d〕のように破裂音化したとかんがえられる｡

このように､呼気はつねに一定のつよさをたもつわけではなく､ある時期につよ

かった呼気がよわくなることもあるのである｡与那国方言には､この呼気のつよ

かった時期の音韻変化と､呼気のよわくなった時期の昔故変化とがみられる｡

注)上村幸雄1987は､与那国方言の母音システムをつぎのようにのべている｡

宮古八重山方言群の最西端の与那国島方言は日本列島､脚 7J由の諸方言

の中でただひとつ､3母音制度 (長短を昔組論的に区別 しない/a// i /

/u/の3母音)を実現させた方言であるが､この方 ;引 こお いては､宮古 八

重山方言群の大部分の方言にみられるこのようなっよい呼気 流 という特徴が

かげをひそめてしまう｡

半ひろ母音 〔e〕 〔o〕は与那国方言にも観察されるが､これはせま母背/i/

/u/のバリアントとみなされるものであるらしい｡また､なが母音 〔a:〕

〔i:〕 〔u:〕も存在するが､音親論的には長短の区別をもたないようであ

る｡近年の棟準語の脚 によって 〔e〕 〔o)は､確聞たる地位をしめるよう

になってきているようである｡

注)柴田武1972は､与那国方詔の母音について､つぎのようにのペている｡

語末以外でも母音の長短によって対立するような語はない｡このことから々 え

て､この方言 (ri刃8回方苫)では秘話の昆短は常軌論的に触滋味である｡-

母音は三つである｡/u/は､すでに上例が示すように､/u/は ru〕と

〔o)の間をゆれている｡円項ではあるが､並木母君の 〔u〕ほど狭くない｡も

ちろん､ UとOか対立して語を区別することはないので､/u/ -づ放めれば止

りる｡

音素/ i/ も､ 〔i)と 〔e〕の間をゆれている音であるか､湖 として 二つ

認めるにl披 ばない｡
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